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１　小単元　　わたしたちのくらしと水
２　単元について
　(1)　単元の位置とねらい

　子どもたちは，これまで身近な地域の生産や販売に関する人々の仕事の様子と自分たちの生活と
関連付けて考えることを通して，それらの仕事で働く人々の工夫や努力についてとらえてきてい
る。このような学習をしてきている子どもたちは，私たちの生活を支える人々の仕事に関心をもち
はじめている。そして，そのような仕事をしている人の所に，実際に見学に行って詳しく調べたい
という意欲が高まってきている。
　そこで，本小単元では，飲料水と私たちの生活や産業とのかかわりや，飲料水を確保するための
対策や事業について追究する活動を通して，生活に必要な飲料水が自分たちに送られてくる様子に
関心をもつとともに，飲料水の確保にかかわる対策や事業は，地域の人々の健康な生活や良好な生
活環境の維持と向上に役立っていることをとらえさせるようとするものである。また，見学に行き，
実際に見たり聞いたり，写真やグラフなどの資料を活用したりすることで，必要な飲料水を確保す
るための対策や事業について自分たちの生活と関連付けて考え，分かったことや考えたことを絵図
や文に表現することができるようにするものである。
　このような学習は，身近な地域の廃棄物の衛生的な処理のための対策や事業が，地域の人々の健
康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることについて追究する学習へ発展していく
ものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　私たちは，飲料水を，炊事・洗濯・風呂などの家庭生活や学校，商店，工場などの産業といった
様々な場面で使用している。このように，飲料水はわたしたちの生活において，なくてはならない
ものである。そこで，鹿児島市では，これらの飲料水を安定して供給するために，川の水や地下水，
湧水を水源として利用している。その中で特に，川の水は，濁りや臭いがあったり，目には見えな
い細菌が含まれたりしており，そのままでは飲料水として適さないので，3か所の浄水場を設置し，
安全な飲料水へと変えるための処理を行っている。また，必要な量の飲料水を確保するために，南
さつま市の万之瀬川から取水するといった，他の地域との協力も行っている。
　そこで，ここでは，飲料水を確保するための対策や事業が，地域の人々の健康な生活や良好な生
活環境の維持と向上に役立っていることをとらえることができるようにするために，見学で見たり
聞いたりした具体的な事実を基にしながら，自分たちの生活に必要な飲料水を確保するための様々
な取組と自分たちの生活や産業とを関連付けて考えさせるようにする。 
　そのために，まず，一人の一日の水道使用量や，鹿児島市全体の給水量を調べ，鹿児島市でも大
量の水道水が利用されていることをとらえさせ，「わたしたちの生活に必要な水は，どこからどの
ようにして届けられるのだろうか。」という問題意識をもたせるようにする。次に，一人一人の予
想を基に，「家庭に飲料水が届くまでの仕組み」「施設の場所や様子」「働く人々の様子」の観点か
ら追究計画を立てさせ，実際に浄水場を見学したり，写真資料や地図を活用したりして，追究させ
るようにする。その際，調べたことを絵図や文に整理させ，自分たちの生活に必要な飲料水を確保
するための様々な取組と自分たちの生活や産業とを関連付けて考えさせるようにするために，その

取組の役割や意味を話し合わせる活動を設定する。さらに，これからも安定した飲料水の供給を続
けていくためには，自分たちに何ができるのか，自分たちの生活を振り返りながら話し合う活動を
設定する。
　このような学習を通して，子どもたちは，生活に必要な飲料水の確保するための対策や事業につ
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いて分かる楽しさを味わいながら，それらの対策や事業と人々の健康な生活や良好な生活環境の維
持と向上に役立っていることについて考える力を高めるとともに，地域社会の一員として水を大切
に利用していこうとする態度を身につけることができる。

　(3)　子どもの実態（調査人数33人，質問紙法，重複回答，主な項のみ記述）
　この学級の飲料水についての見方や考え方は，
次の通りである。
　水の必要性について，子どもたち全員が必要
であると答えている。その主な理由としては，
生活経験の中で，自分と水とのかかわりについ
てとらえているからだと考える。しかし，産業
とのかかわりについては目を向けることができ
ていない子どもが多い。これは，普段の生活の
中で，工場で水を使っていることを目にするこ
とがないからだと考えられる（項目１）。水が自
分たちに届く過程については，川や地下水，湧
水といった水源についてとらえている児童はい
るが，水を飲料水として加工する過程について
とらえている子どもは少ない。これは，川の水
や地下水が水道水に利用されていることは認識
しているが，取水してから飲料水になるまでの

過程について，普段目にすることがないために認識できていないからであると考えられる（項目
２）。追究の方法については，見学やインタビューを挙げている子どもが多い。これは，これまで
の社会科の学習の経験から，実際に見たり聞いたりして追究することのそのよさに気付いている児
童が多いからであると考えられる（項目３）。社会的な思考判断表現については，多くの子が事象
同士を比較し差異点に目をむけることができているが，共通点に目を向けて考えることついては十
分に身についているとはいえない（項目４）。

　(4)　指導上の留意点
　以上のことを踏まえて，指導に当たっては，次のことを留意したい。
　生活に必要な飲料水の安定供給を図るための人々の工夫や努力を具体的にとらえさせるために，
「わたしたちに水が届くまでの仕組み」「施設や場所の様子」「働く人々の様子」という三つの柱で
主体的な追究をさせていく。

　　ア　まず，自分たちが飲料水を暮らしの中で利用する場面を話し合わせることで，自分たちの生活
や産業といった様々な場面で，飲料水を利用していることをとらえさせる。そして，一人が一日
あたりに使う水の量や，工場で使う水の量を提示し，たくさんの量を利用していることへの驚き
を基に水の供給について，疑問に思っていることを話し合わせ，「生活に必要な水がどこからど
のように送られているのだろうか。」という問題意識をもたせ，一人一人の予想を基に追究計画
を立てさせたい。

　　イ　追究過程では，まず，統計資料や絵図を使って鹿児島市の水源や主な水道施設についてとらえ
させる。そして，浄水場の見学を設定し，川の水を安全な飲料水にする仕組みや働く人々の様
子を具体的に調べさせ，分かったことを絵図や文で整理させる。次に，整理したことを基に，い
つでも安全な水を安定して確保・供給するための工夫について考えさせる。その際，その工夫と

わたしたちのくらしとを関連付けて考えさせることによって，飲料水の確保が，私たちの健康な

生活や良好な生活環境の維持・向上に役立っていることをとらえさせるようにする。

　　ウ　追究した結果，水の確保のための取組について分かったことや考えたことを生かしながら，水
の安定した供給を継続的に行っていくために，節水や河川の清掃，水の再利用等，自分たちに
もできることがあることに気付かせ，限りある資源である水を大切に守り，使っていこうとす
る態度を養っていきたい。
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３　目　　標
　(1)　生活に必要な水の確保と自分たちの生活，産業とのかかわり，それを支える人々の働きに関心を

もち，これまでの学習や生活を振り返りながら主体的に取り組むことができる。
　(2)　必要な飲料水を確保するための対策や事業について，自分たちの生活と関連付けて考え，分かっ

たことや考えたことを説明することができる。
　(3)　飲料水の確保やそこに従事する人々の工夫や努力について，見学したことや写真，グラフなどの

資料を活用して調べ，分かったことを，絵図や文にまとめることができる。
　(4)　飲料水の確保供給の仕組みを理解し，これらの対策や事業は計画的，協力的に進められ健康な生

活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることをとらえることができる。
４　指導計画（全12時間）
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５　本　　時（８／ 12）
　(1)　目　　標

　川の水を安全な飲料水にする浄水場の仕組みについて，浄水場の施設やそこで働く人々の様子と
自分たちの生活と関連付けて話し合う活動を通して，市民が安心して水を飲むことができるよう
に，安全な水をつくる様々な工夫や努力をしていることを，説明することができる。

　(2)　本時の展開にあたって

　本時の展開にあたっては，浄水場の人々が，安全な水を作る様々な工夫や努力をしていることを

よりよくとらえさせるために，見学や資料を通して得た川の水を飲料水にするための様々な処理に

関する事実の中で，「処理の過程や検査回数の多さ」に着目させ，その理由について，きれいで安

全な水を飲みたいという自分自身の思いや，日常の生活と関連付けて考えたことを説明し合わせ

る。

　(3)　実　　際
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